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自己紹介 

 鈴木 了太 

– 株式会社ef-prime代表 

– Rユーザー歴15年くらい 

• 開発CRANパッケージ：pvclust 

• 統数研のRユーザー会やUseR!にも出没しています 

 

 株式会社ef-prime（エフプライム） 
– 2006年3月設立 

– データ分析コンサルティング（主に企業向け） 

– 多くのプロジェクトでRを活用 
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GUIでらくらくRデータ解析 



 データ解析のためのR GUI 

– Windows / Mac / Linux対応 

– ef-prime社が開発、オープンソースで公開 
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R AnalyticFlow 
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R AnalyticFlowの特徴 



R AnalyticFlowの特徴 

 マウスでかんたん操作 

– プレビューをみながらRスクリプトを自動生成 
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R AnalyticFlowの特徴 

 分析プロセスをフローチャート形式で整理 

– 作成した処理を順番に実行 

– 見た目で処理の流れがわかり、簡単に再現できる 
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R AnalyticFlowの特徴 

 R初心者に最適 

– 文法や関数の名前を知らなくても利用できる 

– 生成されたスクリプトを参考に学習することも可能 
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R AnalyticFlowの特徴 

 分析作業をシンプルに 

– 定型化された処理はオプションを選ぶだけで完結 

– 単純ミスが起こりにくい 

• 引数名のスペルミスが起こりにくい 

• 同じ文字列を何度も記載しないといけないケースでも、 

GUI上の入力は一箇所だけ 
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R AnalyticFlowの特徴 

 複数ユーザーでの共有 

– フローチャート形式で流れをイメージしやすい 

– 「処理の記述」と「設定」を分離できる 

– R上級者向けの機能も豊富 

• 複雑な処理をスクリプトで記述 

• 自作カスタムGUIを作成 
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はじめてのR AnalyticFlow 



ソフトウェアの入手 

 ダウンロード 

– ウェブサイトにアクセス 

 

 

 

– ダウンロードの方法 

• ウェブサイトメニューの「ダウンロード」をクリック 

• お使いのシステムに適したファイルをダウンロード 
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http://r.analyticflow.com 

（Windows 64bitの場合） 

http://r.analyticflow.com/


インストールと起動 

 準備 

– OS共通：Rをインストール 

– Macの場合：rJavaパッケージをインストール 

• install.packages("rJava") 

– Linuxの場合 

• Oracle JDKのインストールなどの準備（ドキュメント参照） 

• 文字化けする場合、デスクトップ環境のフォント設定を 

（明示的に）VLゴシックなど日本語フォントに設定するのがラク 

> Gnome Tweak Toolなど 
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※詳細はダウンロードページ記載の「スタートガイド ドキュメント」を参照 



インストールと起動 

 Windows 

– インストーラ（.exe）を実行 

– R AnalyticFlowアイコンをダブルクリック 

 Mac 

– 圧縮ファイル（.zip）を展開 

– アプリケーション（.app）を実行 

 Linux 

– 圧縮ファイル（tar.gz）を展開 

– 起動スクリプト rflow を実行 

• ./rflow 
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※詳細はダウンロードページ記載の「スタートガイド ドキュメント」を参照 



初期設定 
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「Rの設定」はWindowsの場合のみ。Mac/Linuxではシステム標準のR 
（Rコマンドで呼び出されるもの）が利用される 



ドキュメントの表示 
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入門ドキュメントをブラウザに表示することが可能 
（「今後表示しない」をクリックするとこのダイアログは表示されなくなります） 



プロジェクトダイアログ 
17 

既存の分析プロジェクトがある場合はここで選択。 
今回は「クイックスタート」をクリックして一時フォルダで作業 



データの表示 
18 

作業ディレクトリの外にファイルをドロップするとプロジェクトで利用できる。 
（ディレクトリにドロップするとファイルの移動またはコピー） 
ファイルを選択すると、区切り文字などを自動判定してテーブル表示 

※サンプルデータとして、irisデータをタブ区切りテキストに出力したものを使用 
> write.table(x = iris, file = "iris.txt", sep = "¥t", row.names = FALSE, col.names = TRUE) 



テキストファイルの読み込み 
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ファイルを選択し、ツールバーの「入力」から「テキストファイルの読み込み」をクリック。 
読み込み設定は自動判定され、必要に応じて変更する。 
データの一部（ここでは最初の100行）を使った実行結果のプレビューが表示される。 



実行 
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実行ボタンを押すと、対応するRスクリプトが実行されて結果が表示される 



分析フローに追加 
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「ドラッグして追加」ボタンをクリックして分析フローにドラッグ＆ドロップする。 
作成した処理がフロー上のノード（アイコン）として設置される 



行の選択 
22 

irisデータオブジェクトを選択、ツールバーの「データ加工」から「行の選択」をクリック。 
  ボタンで「フォーム」を選び、条件を入力。実行して結果を確認 



分析フローに追加 
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「ドラッグして追加」を分析フローにドラッグ。 
先ほど作成したテキストファイルの読み込みノードの上にドロップすると 
ノードがエッジ（矢印）で接続され、フローが作成される 



直接フローに追加する 
24 

ツールバーから処理を選んで、フローに直接ドラッグ＆ドロップすることで 
ノードを追加することも可能。対話実行が必要ない場合はこちらでも 



モデリング 
25 

そのほか様々な機能を利用することができる。「モデリング」から 
「予測モデルの作成」を用いて回帰分析モデルなどを作成可能 



予測 
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「モデリング」の「予測」を用いて、作成したモデルを用いた予測が可能。 
以下では元の iris データオブジェクトに pred という名前で予測値を格納 



プロット 
27 

「プロット」の「XYプロット」で2軸のプロットが可能。 
ここでは予測値をX軸、実際の値をY軸としてグループごとに散布図を作成 



分析フローの完成 
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処理を追加していくことで分析フローが完成 

※参考：対応するRスクリプト（一部省略） 



分析フローの実行 
29 

作成したフローのうち、実行したい最後のノードをクリック。 
「フローを実行」を選択すると、処理が順番に実行される。 
「クリアして実行」の場合はオブジェクトを一度すべて消去して実行する 



Rスクリプトのエクスポート 
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ノードを実行する代わりに、右クリックメニュー（コンテキストメニュー）から 
「Rスクリプトのエクスポート...」を選択すると、実行されるスクリプトを 
Rスクリプトファイルに出力することができる 
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ご清聴ありがとうございました 

http://r.analyticflow.com 

@efprime_jp 

http://r.analyticflow.com/news-tips/ 最新情報： 

R AnalyticFlow 

http://r.analyticflow.com/
https://twitter.com/efprime_jp
http://r.analyticflow.com/news-tips/

